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連携枠の１次利用調整における取扱いについて（地域型保育事業）
現状について
現在の一斉募集向けの利用調整で行われている連携枠の取扱いと皆様にご活用いただいている「連携に関する協定書（ひな型）」に記載の連携枠の取扱いの間で以下のような齟齬が発生しており、この是正を図る必要がありました。
利用調整における連携枠の取扱い
各施設間で設定している連携枠は、連携先において、設定した数をそのまま１次利用調整のあいだ確保し続けていただいており、１次利用調整が終わるまでの間は、連携枠を利用調整の外にある１号枠に転用し、園児を入所させることを認めていません（これは、地域型保育事業利用児童の卒園後の受け皿について、確実に確保することを基本とされていることに基づくものです）。

連携に関する協定書（ひな型）における取扱い
連携先施設は、８月末までに連携設定数又はそれ以上の入所可能人数を連携元施設に報告します。
連携元施設は、９月末までに連携先に入園希望者数を報告します。
連携先施設は、上記報告により翌年度４月から受け入れする児童の数を確定することとされており、１次利用調整の間、設定された連携数を確保し続けておくことを各施設間での関係においては求めていません。
取扱い方針
令和６年度に行われる翌年度４月１日入所向けの利用調整からは、上記（２）の取扱いによることとし、連携元施設と連携先施設の間で、連携枠利用予定の報告が行われなかった場合、報告の無かった連携枠は次年度向けの一斉募集において連携枠としては用意されないこととなります。
[image: ]各施設においては、一斉募集の申込前から空き枠報告までの間に裏面「３.具体的事務」に示す手続を必ず実施し、必要な連携枠を確保できるよう、連携施設間で調整を行ってください。

具体的な事務
	時期
	事務の内容

	～８月末
	①連携を結んでいる施設に対し、卒園児の受け入れ可能枠数の聞き取りを行い、報告書の「１．連携先から報告のあった卒園児受け入れ可能数」に、その数を記入してください。
⇒このとき、聞き取った数が連携枠設定数を下回っていないか確認し、下回っている場合は、訂正を求めてください。

	～９月末
	②卒園予定児に対し、連携先施設の利用希望について聞き取りしてください。
⇒第１希望で希望予定でない場合でも利用の希望を出す可能性がある場合は、「２．意向調査を行った必要連携枠数」に計上してください。
⇒１の受け入れ可能数以上に利用希望があった場合でも、２に計上する数は１の数を上限としてください。
③聞き取りを行ったら、別紙報告書の２に必要連携枠数を記載し、連携先施設に提出してください（利用希望者が０人である場合も、０人として提出）。

	10月以降
	④上記報告のあとに連携枠の利用を希望する方が現れた場合は、連携先施設との間で再度調整を行い、上記報告書の２の必要連携枠数を増やすことが可能です。
⇒この場合、再度報告書のやりとりを行い、差替版を連携先施設に提出してください。
⇒この場合も、１の受け入れ可能数以上に利用希望があった場合でも、２に計上する数は１の数を上限としてください。


以下に具体的な事務について記載しておりますので、この報告を必ず行うようにしてください。
なお、報告にあたっては必ず別紙「一斉募集向け連携枠数に係る報告書」（※以下、報告書）を活用してください。
注意事項
上記②、④で卒園予定児に対し連携先施設の利用希望について聞き取りを行った際、利用希望者に対して、これは入所を確約するものではなく、同じ施設内で枠の競合が発生した場合は利用調整のルールに基づき指数が高い者から順に入所決定となること、報告後に新たに連携枠の利用を希望する方が現れた（新規入所等）場合には上記と同様に連携先施設へ入所できない可能性があること、ただし、その場合でも卒園児には10点加点がなされるため、一般の利用希望者よりは有利な状態であることを伝達してください。
その他
・この取扱いは、あくまでその年度における翌年度４月１日向けの一斉募集で実際に活用される連携枠数を調整・報告するものですので、設定した連携枠数自体が変動するものではありません。
・連携枠の減少に伴い、卒園後の処遇が決まらない卒園児が現れた場合は、特例給付にて当該施設で継続して保育を行っていただく必要があります。
・活用予定の連携枠数に係る保護者トラブルは、各施設において対応を行っていただく必要がありますので、３に記載の手続や説明を必ず行ってください。
・連携先施設に提出した報告書は、11月中旬をめどに連携先施設から幼保企画課へ提出されます。
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連携元施設と連携先施設の間の設定数が３枠の場合

○これまでの取扱い ○来年度以降の取扱い
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※利用希望がない場合でも、設定数がそのまま ※利用予定の報告がなかった部分については、

　連携枠（優先利用枠）として用意され、 　１次利用調整の際、連携枠（優先利用枠）としては、

　１次利用調整において活用されていた。 　残されず、一般枠等として活用されることなる。


